
　

―
―
二
〇
一
六
年
を
振
り
返
っ
て
。

　

衛
藤　

二
〇
一
六
年
は
、
様
々
な
逆

風
の
中
で
東
海
経
済
の
底
力
が
実
感
さ

れ
た
年
で
し
た
。
第
一
の
逆
風
は
、
年

初
か
ら
年
央
に
か
け
て
の
円
高
で
す
。

経
済
に
占
め
る
輸
出
の
比
重
が
高
い
当

地
で
は
、
円
高
に
よ
る
打
撃
は
大
き
な

も
の
で
し
た
。
熊
本
地
震
や
工
場
事
故

な
ど
に
よ
る
年
前
半
の
大
幅
な
生
産
下

振
れ
で
、
物
流
な
ど
の
関
連
産
業
や
所

得
形
成
に
も
影
響
し
ま
し
た
。第
三
は
、

英
国
の
国
民
投
票
で
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
決

定
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
当
選
等
を
受

け
た
、
海
外
事
業
環
境
を
め
ぐ
る
不
確

実
性
の
高
ま
り
で
す
。

　

そ
う
し
た
逆
風
の
も
と
で
も
、
生
産

は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
ピ
ー
ク

を
昨
年
末
に
上
回
る
な
ど
、
一
年
を
通

し
て
み
る
と
穏
や
か
に
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
設
備
投
資
は
円
高
で
収
益

が
減
少
す
る
も
と
で
も
増
加
し
て
い
る

ほ
か
、
家
計
支
出
は
家
計
の
所
得
が
増

え
る
も
と
で
底
堅
く
推
移
し
ま
し
た
。

　

―
―
日
本
の
中
で
の
東
海
地
区
の
評

価
は
。

　

衛
藤　

東
海
経
済
は
、
全
国
の
中
で

み
て
景
気
の
足
取
り
が
し
っ
か
り
し
た

地
域
だ
と
見
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
製
造
業
が
強
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
二
〇
一
〇
年
以
降
で
み
る
と
、

労
働
者
数
が
概
ね
横
ば
い
の
中
で
、
鉱

工
業
生
産
は
伸
び
て
お
り
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
な
が
ら
生
産
を
増
や
し
て
い

ま
す
。
設
備
投
資
も
積
極
的
で
す

　

―
―
三
重
銀
行
と
第
三
銀
行
に
経
営

統
合
の
動
き
が
あ
り
ま
す
が
。

　

衛
藤　

個
別
の
案
件
に
は
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ

る
と
、
当
地
に
限
ら
ず
、
地
域
金
融
機

関
に
と
っ
て
、
い
か
に
地
域
経
済
や
地

場
産
業
の
活
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
く

か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、

い
か
に
自
ら
の
収
益
力
を
高
め
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
地
域
金
融
機

関
の
再
編
・
統
合
が
、
こ
う
し
た
課
題

の
克
服
に
資
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
意

義
の
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
―
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
影
響
は
。

　

衛
藤　

輸
出
の
比
重
が
高
い
東
海
地

区
で
は
特
に
通
商
政
策
へ
の
関
心
が
高

い
で
す
。
東
海
地
区
は
、
自
由
貿
易
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

企
業
が
多
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で

あ
れ
、
そ
れ
が
制
約
を
受
け
る
場
合
に

は
、マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

た
だ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
展
開
に

な
る
か
は
、
政
策
の
内
容
次
第
で
し
ょ

う
。
一
方
、
大
型
減
税
や
大
規
模
な
イ

ン
フ
ラ
投
資
は
、
米
国
だ
け
で
な
く
、

世
界
経
済
を
押
し
上
げ
る
方
向
に
働
く

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
だ

け
で
な
く
、
こ
う
し
た
プ
ラ
ス
の
効
果

も
含
め
て
、
総
合
的
に
影
響
を
見
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
時
点
で
、
一

部
だ
け
を
捉
え
て
悲
観
的
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
は
別
に
、

　

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
は
開
設
一
二
〇
年
を
迎
え
た
。
当
地
域
の
中
央
銀
行

と
し
て
当
地
域
の
経
済
を
支
え
て
き
た
。
今
年
度
の
経
済
見
通
し
な
ど
を
日
本

銀
行
名
古
屋
支
店
前
支
店
長
（
現
・
日
本
銀
行
理
事　

大
阪
支
店
長
）
の
衛
藤

公
洋
氏
に
話
を
聞
い
た
。（
聞
き
手
／
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
塚
本
隆
代
表

取
締
役
）

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店　

衛
藤  

公
洋
前
支
店
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

当
地
域
に
は
魅
力
的
な
資
源
が
豊
富

製
造
業
だ
け
で
な
く
観
光
業
に
も
期
待


